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田
楽
は
田
の
諸
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
始

ま
っ
た
芸
能
で
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
地
方

へ
伝
搬
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
美
田
八

幡
宮
に
田
楽
が
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
記
録
は

天
正
18
年
（
１
５
９
０
年
）
が
最
も
古
い
も

の
で
す
が
、
口
伝
に
よ
る
と
後
白
河
法
王
時

代
に
島
に
入
っ
て
き
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

美
田
地
区
の
美
田
八
幡
宮
と
浦
郷
地
区
の
日

吉
神
社
の
祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
田
楽
。

　

こ
の
う
ち
美
田
八
幡
宮
の
田
楽
は
、
西
暦
奇

数
年
の
９
月
中
旬
の
美
田
八
幡
宮
の
祭
礼
で
奉

納
さ
れ
ま
す
。
祭
礼
は
「
神
の
相
撲
」「
獅
子

舞
」「
田
楽
」
の
３
部
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
う

ち
芸
能
と
し
て
特
徴
を
よ
く
残
し
て
い
る
田
楽

は
地
元
で
は
「
十
方
拝
礼
（
し
ゅ
う
は
い
ら
）」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。「
十
方
拝
礼
」

と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
幾
度
も
礼
拝
を
繰
り

返
す
所
作
と
掛
け
声
か
ら
そ
の
よ
う
な
名
が
つ

い
た
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特　

集

　

全
国
に
民
族
芸
能
で
田
楽
と
分
類
さ
れ
て
お
り

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

約
20
ヶ
所
程
度
と
、
全
国
的
に
見
て
も
大
変
貴
重

な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
美
田
八
幡
宮
の
十
方
拝

礼
は
、
屈
指
の
芸
能
と
評
価
さ
れ
、
平
成
４
年
に

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
神
の
相
撲
」「
獅
子
舞
」「
十
方
拝
礼
」
の

３
部
で
構
成
さ
れ
る
演
目
は
１
時
間
半
近
く
要

す
る
本
格
的
な
田
楽
芸
で
、
衣
装
な
ど
色
彩
的

に
も
美
し
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
伝
統
が
中
世

の
世
界
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
衣
装
か
ら
も
伝
統
の
歴
史
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
、
西
ノ
島
町
の
自
然
民
俗
資

料
館
で
あ
る
、
ふ
る
さ
と
館
に
は
、
過
去
に
使

用
し
た
衣
装
等
が
展
示
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
明
治
時
代
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
ビ
ン
ザ
サ
ラ
（
竹
を
細
か
く
割
っ
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
、
踊
り
の
際
に
使
用
す
る
道
具
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

西
ノ
島
に
は
、
か
つ
て
中
世
に
熱
狂
的
な
ま
で
に
愛
好
さ
れ
た
田
楽
躍
が
、

２
つ
の
神
社
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
田
八
幡
宮
と
日
吉
神
社
の
通
称
「
十し
ゅ
う
は
い
ら

方
拝
礼
」。
美
田
八
幡
宮
で
は
奇
数

年
の
９
月
に
、
日
吉
神
社
で
は
偶
数
年
の
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
例
大
祭
に
あ
わ

せ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
今
年
の
９
月
に
行
わ
れ
た
美
田
八
幡
宮
の
十
方

拝
礼
を
主
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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夏
が
終
わ
り
に
差
し
掛
か
る
８
月
の
下
旬

頃
、
練
習
場
で
あ
る
伝
承
館
（
大
津
地
区
）

か
ら
は
、
十
方
拝
礼
の
稽
古
の
合
図
と
な
る

「
胴
（
太
鼓
）」
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

近
所
の
住
民
は
、
こ
の
音
か
ら
秋
の
は
じ

ま
り
を
感
じ
、
２
年
に
１
度
の
田
楽
に
懐
か

し
さ
や
嬉
し
さ
を
感
じ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

熱
き
想
い
を
持
つ
指
導
者
た
ち
が
い
る
限

り
、
伝
統
は
受
け
継
が
れ
、
十
方
拝
礼
の
音

が
島
内
に
鳴
り
響
き
続
け
ま
す
。

　

踊
り
手
が
か
ぶ
る
笠
に
は
特
徴
的
な
模
様
が

描
か
れ
て
お
り
、そ
の
模
様
は
、昔
、長ち

ょ
う
ふ
く
じ

福
寺（
大

津
地
区
）
の
格
天
井
に
描
か
れ
て
い
た
模
様
が

元
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
30
年

頃
の
長
福
寺
の
新
築
建
て
替
え
の
際
、
そ
の

大
部
分
は
、
海
士
町
保
々
見
地
区
の
清せ

い
す
い
じ

水
寺

に
移
築
さ
れ
、
一
部
分
は
波
止
地
区
の
地
福

寺
波
止
の
堂
の
軒
下
に
残
さ
れ
ま
し
た
。

▲

ビ
ン
ザ
サ
ラ
が
作
ら
れ
た
年
代
や
製
作
者

名
、
踊
り
の
役
名
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

▲ 踊り手が被る笠

▲ 地福寺波止の堂の軒下

　

十
方
拝
礼
も
、
他
の
伝
統
芸
能
と
同
様
に

人
材
不
足
や
指
導
者
の
減
少
等
の
理
由
か
ら

継
承
に
苦
難
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昔
か
ら
十
方
拝
礼
に
携

わ
っ
て
き
た
方
々
は
、
古
い
祖
先
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
守
る
た
め
、
ま
た
、

地
域
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る
た
め
、
次
世
代
へ

伝
統
を
継
承
し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
す
。

十方拝礼


